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(百万円未満切捨て)
１．平成28年11月期の業績（平成27年12月１日～平成28年11月30日）

（１）経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

　28年11月期 12,487 14.5 2,271 35.2 1,817 34.6 1,033 28.0

　27年11月期 10,908 2.2 1,679 33.8 1,350 35.2 808 △54.1
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

　28年11月期 68.01 ― 15.2 6.9 18.2

　27年11月期 53.15 ― 13.0 5.7 15.4

（参考） 持分法投資損益 28年11月期 ― 百万円 27年11月期 ― 百万円
　

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

　28年11月期 27,591 7,183 26.0 472.52

　27年11月期 25,213 6,455 25.6 424.61

(参考) 自己資本 　28年11月期 7,183百万円 　27年11月期 6,455百万円
　

（３）キャッシュ・フローの状況

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

　28年11月期 3,324 △1,746 △1,516 638

　27年11月期 411 △1,819 840 575

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
純資産
配当率第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

　27年11月期 ― ― ― 20.00 20.00 304 37.6 4.7

　28年11月期 ― ― ― 20.00 20.00 304 29.4 4.5

29年11月期(予想) ― ― ― 20.00 20.00 24.7

　

３．平成29年11月期の業績予想（平成28年12月１日～平成29年11月30日)

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 6,400 8.3 1,100 31.2 900 41.9 530 23.6 34.86

通 期 13,000 4.1 2,500 10.1 2,070 13.9 1,230 19.0 80.90
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※ 注記事項

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無

（２）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 28年11月期 15,204,000 株 27年11月期 15,204,000 株

② 期末自己株式数 28年11月期 328 株 27年11月期 278 株

③ 期中平均株式数 28年11月期 15,203,714 株 27年11月期 15,203,726 株

　

※ 監査手続の実施状況に関する表示

　この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外でありますが、この決算短信の開示時点において、金融

商品取引法に基づく財務諸表の監査手続は終了しておりません。

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提と

なる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「１．経営成績・財政状態に関

する分析（１）経営成績に関する分析」をご覧ください。
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１．経営成績・財政状態に関する分析

（１）経営成績に関する分析

当事業年度におけるわが国経済は、政府や日銀による施策を背景に緩やかな景気回復の兆しはあるものの、個人消費

の長期低迷や企業景況感の陰り、また、英国のＥＵ離脱や米国経済の展開が見通せないことなどによる潜在的なリスク

から、依然として先行きが不透明な状況が続いております。

当業界におきましては、訪日外国人数の増加により、ビジネス、観光ともに需要が回復してきておりますが、不安定

な世界情勢、訪日外国人の一人当たりの消費額の大幅な低下、人材不足による人件費の上昇等により、ホテル市況の本

格改善には、なお時間を要するものと思われます。

当社においては、宿泊に特化した郊外型ロードサイドビジネスホテルチェーンの展開に注力し、HOTEL AZ熊本上天草

店の新築を皮切りに、91室タイプのHOTEL AZ６店、133室タイプのHOTEL AZ４店の計10店舗を新規開店しました。既存店

舗においては、特に昨年開店した91室タイプ店舗の知名度の向上により利用が増加いたしました。このように新規出店、

知名度の向上によりHOTEL AZブランドの定着及びドミナント化を推進し、集客力強化を図ってきました。

以上の結果、当事業年度における売上高は124億87百万円（前事業年度は109億８百万円）、営業利益は22億71百万円

（前事業年度は16億79百万円）、経常利益は18億17百万円（前事業年度は13億50百万円）、当期純利益は10億33百万円

（前事業年度は８億８百万円）となりました。

なお、当事業年度末における店舗数は、ホテル店舗が75店舗（直営店72店舗、FC３店舗）、館外飲食店舗が５店舗で

あります。

（翌事業年度の見通し）

今後の見通しといたしましては、国内景気は緩やかな回復基調にあるものの、不安定な世界情勢や国内経済の伸び悩

みから、依然厳しい状況が続くものと予想されます。このような状況のなか、当社は継続的な成長を目的とし、人材の

育成、内部体制の整備に注力し、企業基盤の強化を図ってまいります。

また、出店計画は133室タイプのHOTEL AZ愛媛内子店及び鹿児島垂水店の２店舗を新規開店する予定です。

翌事業年度（平成29年11月期）の業績見通しにつきましては、売上高130億円、営業利益25億円、経常利益20億70百万

円、当期純利益12億30百万円を見込んでおります。

（２）財政状態に関する分析

（資産、負債及び純資産の状況）

① 資産

当事業年度末における総資産は275億91百万円（前事業年度末は252億13百万円）となりました。

流動資産は11億13百万円（前事業年度末は11億32百万円）となりました。これは、主に現金及び預金が６億58百万円

（前事業年度末は５億95百万円）に増加したこと及び未収法人税等が計上されなかったこと（前事業年度末は１億51百

万円）によるものであります。

固定資産は264億77百万円（前事業年度末は240億81百万円）となりました。これは、主に有形固定資産が254億38百万

円（前事業年度末は231億71百万円）に増加したことによるものであります。

② 負債

当事業年度末における負債合計は204億７百万円（前事業年度末は187億57百万円）となりました。

流動負債は65億99百万円（前事業年度末は63億７百万円）となりました。これは、主に短期借入金が41億50百万円

（前事業年度末は22億50百万円）に増加したこと及び１年内返済予定の長期借入金が６億69百万円（前事業年度末は27

億69百万円）に減少したことによるものであります。

固定負債は138億８百万円（前事業年度末は124億50百万円）となりました。これは、主にリース債務が79億46百万円

（前事業年度末は58億88百万円）に増加したことによるものであります。

③ 純資産

当事業年度末における純資産は71億83百万円（前事業年度末は64億55百万円）となりました。これは、主に利益剰余

金が53億79百万円（前事業年度末は46億49百万円）に増加したことによるものであります。
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（キャッシュ・フローの状況）

当事業年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、６億38百万円（前事業年度末は５億75百万

円）となりました。

当事業年度におけるキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、33億24百万円（前事業年度は４億11百万円）となりました。これは、主に税引前当

期純利益16億78百万円（前事業年度は13億43百万円）、減価償却費15億84百万円（前事業年度は13億52百万円）があっ

たことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、17億46百万円（前事業年度は18億19百万円の使用）となりました。これは、主に有

形及び無形固定資産の取得による支出17億58百万円（前事業年度は17億17百万円）及び敷金の差入による支出１億３百

万円（前事業年度は１億29百万円）があったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、15億16百万円（前事業年度は８億40百万円の獲得）となりました。これは、主に長

期借入金の返済による支出27億69百万円（前事業年度は６億69百万円）、短期借入金の純増額19億円（前事業年度は21

億50百万円）、リース債務の返済による支出３億42百万円（前事業年度は３億35百万円）及び配当金の支払いによる支

出３億４百万円（前事業年度は３億４百万円）があったことによるものであります。

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

平成27年11月期 平成28年11月期

自己資本比率（％） 25.6 26.0

時価ベースの自己資本比率（％） 52.2 46.0

キャッシュ・フロー対有利子負債比率（％） 4,253.5 559.0

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍） 1.1 6.4

　（注）１．各指標は、以下の算式により算出しております。

自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー

インタレスト・ガバレッジ・レシオ：営業キャッシュフロー／利払い

２．株式時価総額は、自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。

３．営業キャッシュ・フロー及び利払いは、キャッシュ・フロー計算書に計上されている

「営業活動によるキャッシュ・フロー」及び「利息の支払額」を用いております。

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社は、株主への利益の還元を第一として位置づけ、配当原資確保のための収益力を強化し、継続的かつ安定的に配

当を行うことを基本方針としております。

当社の剰余金の配当は、基本的に期末配当のみであり、配当の決定機関は株主総会であります。

当事業年度の剰余金の配当につきましては、上記方針に基づき１株当たり20円の配当を予定しております。

内部留保につきましては、新規出店や店舗改装に際しての設備資金に充当し、今後の事業展開への備えとして有効に

活用してまいります。

なお、翌期の配当は、１株当たり20円を予定しております。
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２．経営方針

（１）会社の経営の基本方針

当社は、「より豊かな“旅”を創造し、『より多くの人々の豊かなくらしに貢献します。』を全社員の働く喜びとし

て、限りなく前進していきます。技術の構築によりお値打ち価格を創造し、お客様に本当に行き届いた旅の楽しさを提

供し続け、追求していきます。」という経営理念の下に、上場企業として社会的責任を果たし、そして、地域社会に無く

てはならない存在となることで、当社のステークホルダーである、顧客、取引先、株主・投資家の皆様の期待に応えら

れる会社を目指しております。

（２）会社の対処すべき課題

長期にわたる景気低迷から徐々に脱却し回復基調が見られるものの、人材不足や人件費の上昇、海外情勢の動向、不

安定な為替変動などのリスクから、当社を含めたホテル業界及び観光業界全体も依然として安定した景気回復には至っ

ておらず、依然として先行きは不透明な状況です。

このような状況下において、当社は以下の事項を対処すべき課題と認識しております。

① 付加価値の向上

当社は、ホテルに館内飲食店舗を併設することで、お客様の利便性の向上を図っております。今後は、飲食店舗のメ

ニューの刷新、品質・サービスを向上に注力し、お客様の満足度を向上させ、宿泊に際して当社ホテルを第一選択とし

て頂けるよう、また、HOTEL AZの付加価値をより高めるべく努めてまいります。

② チェーンストア・マネジメントの追求

当社がホテルチェーンとしてHOTEL AZを運営していく上では、サービスの標準化（均質化）や、マスストア・オペレ

ーションの強化が、重要な経営課題の一つであります。また、全店舗で標準化されたサービスの提供を行う上で、マニ

ュアルの精査や徹底、研修制度や教育体制の確立などに注力し、効率的なチェーンストア・マネジメントを追求してい

きます。

③ 稼働率やリピート率の引き上げ

当社は、営業費を抑制してローコスト・オペレーションの徹底を図ることにより、無駄なコストを削減して利益率を

高めるとともに、価格にも還元して顧客の満足度を高め、リピート率の上昇（リピーターの増加）を図っております。

また、顧客獲得による稼働率の引き上げのため、当社のポイントカードである「アメイズレインボーカード」の運用を

行い、リピーターの獲得を図っております。

「目の前のお客様に当社の営業マンになっていただく」ことは当社の営業方針の一つでもあり、口コミによる利用や

リピート率の引き上げは新規顧客の獲得以上に当社が重視する営業戦略の一つであります。

④ 安定した経営基盤の確立

当社は、継続的に収益を確保できるよう安定した経営基盤の確立を図ってまいります。労働環境の適正化、人事制度

の改定、各種研修や業務教育に注力し、内部体制の強化に努めてまいります。

　

３．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社は、日本基準の会計基準を適用しております。当社への影響や今後の事業展開等を踏まえ、国際財務報告基準

（ＩＦＲＳ）の適用時期等の検討を進めていく予定です。
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４．財務諸表

（１）貸借対照表

(単位：百万円)

前事業年度
(平成27年11月30日)

当事業年度
(平成28年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 595 658

売掛金 173 195

商品 4 5

原材料及び貯蔵品 57 74

前払費用 44 43

未収法人税等 151 ―

繰延税金資産 31 82

その他 76 54

貸倒引当金 △3 ―

流動資産合計 1,132 1,113

固定資産

有形固定資産

建物 13,693 15,078

減価償却累計額 △4,174 △4,955

建物（純額） 9,518 10,122

構築物 718 772

減価償却累計額 △416 △480

構築物（純額） 301 291

車両運搬具 34 41

減価償却累計額 △24 △30

車両運搬具（純額） 9 10

工具、器具及び備品 1,583 1,886

減価償却累計額 △1,002 △1,251

工具、器具及び備品（純額） 581 634

土地 3,586 3,636

リース資産 9,771 8,480

減価償却累計額 △981 △623

リース資産（純額） 8,789 7,856

建設仮勘定 383 75

信託不動産 ― 3,581

減価償却累計額 ― △769

信託不動産（純額） ― 2,811

有形固定資産合計 23,171 25,438

無形固定資産

ソフトウエア 92 140

その他 39 38

無形固定資産合計 132 178

投資その他の資産

投資有価証券 12 9

出資金 0 0

長期貸付金 251 237

長期前払費用 43 40

繰延税金資産 40 39

敷金及び保証金 429 532

貸倒引当金 △0 ―

投資その他の資産合計 777 860

固定資産合計 24,081 26,477

資産合計 25,213 27,591
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(単位：百万円)

前事業年度
(平成27年11月30日)

当事業年度
(平成28年11月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 132 149

短期借入金 2,250 4,150

1年内返済予定の長期借入金 2,769 669

リース債務 305 184

未払金 389 368

未払費用 277 363

未払法人税等 ― 485

前受金 133 130

預り金 9 4

前受収益 8 8

ポイント引当金 31 84

流動負債合計 6,307 6,599

固定負債

長期借入金 6,303 5,633

リース債務 5,888 7,946

退職給付引当金 39 37

役員退職慰労引当金 72 30

資産除去債務 132 134

その他 14 24

固定負債合計 12,450 13,808

負債合計 18,757 20,407

純資産の部

株主資本

資本金 1,299 1,299

資本剰余金

資本準備金 500 500

資本剰余金合計 500 500

利益剰余金

利益準備金 93 93

その他利益剰余金

別途積立金 3 3

繰越利益剰余金 4,552 5,282

利益剰余金合計 4,649 5,379

自己株式 △0 △0

株主資本合計 6,449 7,179

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 6 4

評価・換算差額等合計 6 4

純資産合計 6,455 7,183

負債純資産合計 25,213 27,591
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（２）損益計算書

(単位：百万円)
前事業年度

(自 平成26年12月１日
　至 平成27年11月30日)

当事業年度
(自 平成27年12月１日
　至 平成28年11月30日)

売上高 10,908 12,487

売上原価 1,420 1,481

売上総利益 9,488 11,006

販売費及び一般管理費 7,809 8,734

営業利益 1,679 2,271

営業外収益

受取利息 4 4

受取配当金 0 0

受取賃貸料 40 40

助成金収入 ― 12

その他 6 5

営業外収益合計 52 62

営業外費用

支払利息 380 516

貸倒引当金繰入額 0 ―

その他 0 0

営業外費用合計 381 516

経常利益 1,350 1,817

特別利益

固定資産売却益 ― ※1 38

特別利益合計 ― 38

特別損失

固定資産除却損 7 ※2 5

減損損失 ― ※3 30

災害による損失 ― ※4 140

特別損失合計 7 177

税引前当期純利益 1,343 1,678

法人税、住民税及び事業税 489 692

法人税等調整額 46 △48

法人税等合計 535 644

当期純利益 808 1,033
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度 （自 平成26年12月１日 至 平成27年11月30日）

(単位：百万円)

株主資本 評価・換算差額等

純資産合

計資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本

合計

その他有

価証券評

価差額金

評価・換

算差額等

合計
資本準備

金

資本剰余

金合計

利益準備

金

その他利益剰余金
利益剰余

金合計別途積立

金

繰越利益

剰余金

当期首残高 1,299 500 500 93 3 4,048 4,145 △0 5,945 4 4 5,950

当期変動額

剰余金の配当 △304 △304 △304 △304

当期純利益 808 808 808 808

自己株式の取得 △0 △0 △0

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

1 1 1

当期変動額合計 - - - - - 504 504 △0 504 1 1 505

当期末残高 1,299 500 500 93 3 4,552 4,649 △0 6,449 6 6 6,455

当事業年度 （自 平成27年12月１日 至 平成28年11月30日）

(単位：百万円)

株主資本 評価・換算差額等

純資産合

計資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本

合計

その他有

価証券評

価差額金

評価・換

算差額等

合計
資本準備

金

資本剰余

金合計

利益準備

金

その他利益剰余金
利益剰余

金合計別途積立

金

繰越利益

剰余金

当期首残高 1,299 500 500 93 3 4,552 4,649 △0 6,449 6 6 6,455

当期変動額

剰余金の配当 △304 △304 △304 △304

当期純利益 1,033 1,033 1,033 1,033

自己株式の取得 △0 △0 △0

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△1 △1 △1

当期変動額合計 ― ― ― ― ― 729 729 △0 729 △1 △1 728

当期末残高 1,299 500 500 93 3 5,282 5,379 △0 7,179 4 4 7,183
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（４）キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前事業年度

(自 平成26年12月１日
　至 平成27年11月30日)

当事業年度
(自 平成27年12月１日
　至 平成28年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純利益 1,343 1,678

減価償却費 1,352 1,584

減損損失 ― 30

のれん償却額 29 ―

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 △3

ポイント引当金の増減額（△は減少） 16 52

退職給付引当金の増減額（△は減少） 2 △1

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 7 △41

受取利息及び受取配当金 △4 △4

支払利息 380 516

固定資産売却損益（△は益） ― △38

売上債権の増減額（△は増加） △15 △22

たな卸資産の増減額（△は増加） △18 △17

仕入債務の増減額（△は減少） △5 17

未払金の増減額（△は減少） △139 23

その他 △335 153

小計 2,613 3,927

利息及び配当金の受取額 0 0

利息の支払額 △386 △520

法人税等の支払額 △1,815 △271

法人税等の還付額 ― 189

営業活動によるキャッシュ・フロー 411 3,324

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △20 △20

定期預金の払戻による収入 20 20

有形及び無形固定資産の取得による支出 △1,717 △1,758

有形及び無形固定資産の売却による収入 5 95

敷金の差入による支出 △129 △103

敷金の回収による収入 8 2

貸付金の回収による収入 18 18

その他 △4 △0

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,819 △1,746

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,150 1,900

長期借入金の返済による支出 △669 △2,769

リース債務の返済による支出 △335 △342

配当金の支払額 △304 △304

その他 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー 840 △1,516

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △567 62

現金及び現金同等物の期首残高 1,143 575

現金及び現金同等物の期末残高 575 638
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（５）継続企業の前提に関する注記

該当事項はありません。

　

（６）会計方針の変更

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応報

告第32号平成28年６月17日）を当事業年度に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係

る減価償却方法を定率法から定額法へ変更しております。

なお、この減価償却方法の変更が財務諸表に与えた影響は軽微であります。

　

（７）財務諸表に関する注記事項

(損益計算書関係)

※１ 固定資産売却益は、土地の売却によるものであります。

※２ 固定資産除却損の内容は次のとおりであります。

建物 0百万円

ソフトフェア 2百万円

その他 2百万円

計 5百万円

※３ 当社は、以下の資産グループについて減損損失を計上いたしました。

用途 種類 場所 金額

事業用資産（店舗） 土地等 山口県（１店舗） 30百万円

当社は、事業用資産については店舗を基準としてグルーピングを行っております。

当事業年度において、営業活動から生じる損益が継続してマイナスの店舗で、今後も収益改善の可能性が低いと判

断した店舗について、帳簿価格を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上いたしまし

た。

なお、当資産グループの回収可能価額は、使用価値により測定しておりますが、将来キャッシュ・フローがマイナ

スであるため、回収可能価額をゼロとしております。

減損損失の内容は、次のとおりであります。

前事業年度
（自 平成26年12月１日
　至 平成27年11月30日

当事業年度
（自 平成27年12月１日
　至 平成28年11月30日

建物 ― 26百万円

その他 ― 4百万円

計 ― 30百万円

　

※４ 災害による損失は、平成28年熊本地震により、被災した店舗の修繕に係る原状回復費用（保険金控除後）、営

業停止期間中の固定費等を計上しております。

(持分法損益等)

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

a．セグメント情報

当社は、報告セグメントがホテル宿泊事業一つであるため、記載を省略しております。

　

ｂ．関連情報

１． 製品及びサービスごとの情報

前事業年度（自 平成26年12月１日 至 平成27年11月30日）

（単位：百万円）

宿泊 飲食 その他 合計

外部顧客への売上高 7,161 3,521 226 10,908

　

当事業年度（自 平成27年12月１日 至 平成28年11月30日）

（単位：百万円）

宿泊 飲食 その他 合計

外部顧客への売上高 8,476 3,750 260 12,487

　

２．地域ごとの情報

売上高

本邦の外部顧客への売上高が損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

　

有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

　

３．主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、該当事項はありませ

ん。

　

ｃ．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報

該当事項はありません。

　

ｄ．報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報

当社は、報告セグメントがホテル宿泊事業一つであるため、記載を省略しております。

　

ｅ．報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

前事業年度
（自 平成26年12月１日

　 至 平成27年11月30日）

当事業年度
（自 平成27年12月１日

　 至 平成28年11月30日）

１株当たり純資産額 424円61銭 472円52円

１株当たり当期純利益金額 53円15銭 68円１銭

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、次のとおりであります。

項目
前事業年度

（平成27年11月30日）
当事業年度

（平成28年11月30日）

貸借対照表の純資産の部の合計額（百万円） 6,455 7,183

普通株式に係る純資産額（百万円） 6,455 7,183

普通株式の発行済株式数（株） 15,204,000 15,204,000

普通株式の自己株式数（株） 278 328

１株当たり純資産額の算定に用いられた
普通株式の数（株）

15,203,722 15,203,672

３．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、次のとおりであります。

項目
前事業年度

（自 平成26年12月１日
　 至 平成27年11月30日）

当事業年度
（自 平成27年12月１日

　 至 平成28年11月30日）

損益計算書上の当期純利益（百万円） 808 1,033

普通株式に係る当期純利益（百万円） 808 1,033

普通株式の期中平均株式数（株） 15,203,726 15,203,714

　

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。
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